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(57)【要約】
【課題】　送電対象の受電装置の数、受電アンテナの形
状、受電装置の二次電池の仕様が変化した場合において
も、最も送電効率がよくなるようにインピーダンス整合
回路を調整して送電することができる非接触電力伝送シ
ステムを提供すること。
【解決手段】　送電装置１は、送電アンテナ５と、第１
の整合部４を有し、受電装置２は、受電アンテナ８と、
第２の整合部９とを有し、受電装置２と送電装置１との
間の通信機能を備え、受電装置２は識別情報１３を有す
る。送電装置１は、識別情報１３を受電装置から取得し
、インピーダンス整合するための第１の整合部４、第２
の整合部９が取るべき整合条件を保持した設定テーブル
２１を不揮発性メモリ１４に記憶し、識別情報１３に対
応した整合条件を読み出し、第１の整合部４を前記整合
条件を満たすように調整し、前記整合条件を受電装置２
に通知し、受電装置２は、第２の整合部９を前記整合条
件を満たすように調整する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高周波信号を発生する発振部と、前記発振部から高周波信号の供給を受けて電磁場を発
生させ電力を送電する送電アンテナと、前記発振部と前記送電アンテナとの間に接続され
た第１の整合部と、前記送電アンテナから送電する電力を制御する制御部とを有する送電
装置と、前記送電装置に近接して配置された時に前記送電アンテナと電磁的に結合して電
力を受電する受電アンテナと、前記受電アンテナから受電した電力から直流電力を生成す
る電力生成部と、前記受電アンテナに接続された第２の整合部とを有する少なくとも１つ
の受電装置とを具備する非接触電力伝送システムであって、前記受電装置と前記送電装置
との間の通信機能を備え、前記受電装置は識別情報を有し、前記送電装置は、前記識別情
報を前記受電装置から取得して、前記送電アンテナと前記発振部とがインピーダンス整合
するための前記第１の整合部が取るべき第１の整合条件、および前記受電アンテナと前記
電力生成部とがインピーダンス整合するための前記第２の整合部が取るべき第２の整合条
件を前記識別情報から生成し、前記第１の整合部を前記第１の整合条件を満たすように調
整し、前記第２の整合条件を前記受電装置に通知し、前記受電装置は、前記第２の整合部
を前記第２の整合条件を満たすように調整することを特徴とする非接触電力伝送システム
。
【請求項２】
　前記第１の整合部および前記第２の整合部をそれぞれ前記第１の整合条件および前記第
２の整合条件を満たすように調整した後、前記送電装置より前記受電装置に対して送電を
開始することを特徴とする請求項１に記載の非接触電力伝送システム。
【請求項３】
　前記受電装置は前記送電装置から送電された電力の受電電力により前記識別情報を前記
送電装置に通知する機能を備えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の非接
触電力伝送システム。
【請求項４】
　前記送電装置は前記識別情報に対応した前記第１の整合条件および前記第２の整合条件
を記憶した不揮発性メモリを備え、前記不揮発性メモリから前記第１の整合条件およびお
よび前記第２の整合条件を読み出すことにより前記第１の整合条件および前記第２の整合
条件を生成することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の非接触電力伝送
システム。
【請求項５】
　前記受電装置は前記送電装置から送電された電力の受電電力を計測する機能と前記受電
電力を前記送電装置に通知する機能とを備え、前記送電装置は前記受電電力に基づいて前
記第１の整合条件と前記第２の整合条件を新たに生成する機能を備えることを特徴とする
請求項１から４のいずれか１項に記載の非接触電力伝送システム。
【請求項６】
　前記送電装置は前記識別情報に対応した前記第１の整合条件および前記第２の整合条件
を記憶した不揮発性メモリを備え、前記の新たに生成された前記第１の整合条件および前
記第２の整合条件を前記不揮発性メモリに記録する機能を備えることを特徴とする請求項
５に記載の非接触電力伝送システム。
【請求項７】
　前記送電装置は、送電開始後に、前記第１の整合条件および前記第２の整合条件の生成
を新たに行うか否かを判断する機能と、前記の新たに生成された前記第１の整合条件を満
たすように前記第１の整合部を調整する機能、および前記の新たに生成された前記第２の
整合条件を前記受電装置に通知して前記受電装置に前記第２の整合部を前記の新たに生成
された前記第２の整合条件を満たすように調整させる機能とを備えることを特徴とする請
求項５または請求項６に記載の非接触電力伝送システム。
【請求項８】
　複数の前記受電装置が前記送電装置に近接配置された時に、前記送電装置は前記の近接
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配置された複数の前記受電装置から前記識別情報を取得する機能を備えることを特徴とす
る請求項１から７のいずれか１項に記載の非接触電力伝送システム。
【請求項９】
　前記送電装置は、複数の前記受電装置の組み合わせに対応した前記第１の整合条件およ
び前記第２の整合条件を記憶した不揮発性メモリを備え、前記送電装置に近接配置された
複数の前記受電装置の組み合わせに応じて前記不揮発性メモリから前記第１の整合条件お
よび前記第２の整合条件を読み出すことにより前記第１の整合条件および前記第２の整合
条件を生成することを特徴とする請求項８に記載の非接触電力伝送システム。
【請求項１０】
　前記送電装置は、前記送電装置に近接配置された複数の前記受電装置の中で送電対象で
ある特定の受電装置に対してのみ送電を行う機能を備え、かつ、前記送電装置は、送電対
象でない受電装置に対して前記第２の整合条件を通知して、前記受電装置に前記第２の整
合部を前記第２の整合条件を満たすように調整させるか否かを選択することを特徴とする
請求項８または請求項９に記載の非接触電力伝送システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は充電器などの送電装置と携帯電子機器などの受電装置間で電力を非接触で伝送
する非接触電力伝送システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話、電気剃刀、デジタルカメラ等の携帯可能な電子機器は、携帯中に使用するこ
とができるように一般的に二次電池を搭載している。
【０００３】
　二次電池の充電は、外部の送電装置から電力を供給することにより行うが、その方法と
して送電装置および電子機器双方の接触端子を介して送電する接触送電方式と送電装置お
よび電子機器が接点を持たずに非接触で送電する非接触送電方式が知られている。電力を
受電する電子機器のことを以降は受電装置という。
【０００４】
　非接触送電方式は、送電装置に送電アンテナを、受電装置に受電アンテナをそれぞれ搭
載し、両者のアンテナ間の電磁結合や電磁共鳴等を利用して電力を伝送する方式である。
この非接触送電方式は、送電のための外部端子を備える必要がないことから、防水性およ
び防塵性に優れる。そのため非接触送電方式を採用した製品が近年数多く提供されつつあ
る。
【０００５】
　この非接触送電方式により送電を行う場合、送電装置に搭載する送電アンテナと受電装
置に搭載する受電アンテナとが、送電可能な範囲内にあること、すなわち、互いにある程
度接近した特定の位置関係を保つ必要がある。
【０００６】
　一方、この非接触送電方式は、送電装置と受電装置が互いに接点をもたないということ
が最大の特徴のひとつであるため、受電装置は送電装置に対してある程度自由に配置する
ことができるという利点がある。
【０００７】
　そのため、非接触送電方式を採用する製品は、送電装置に搭載する送電アンテナと受電
装置に搭載する受電アンテナの位置関係が変化した場合においても、送電装置から受電装
置に対して一定の電力を送電できることが望ましい。
【０００８】
　しかし、一般的に送電アンテナと受電アンテナの位置関係が変化した場合、送電アンテ
ナを含む送電回路と受電アンテナを含む受電回路との間の伝送路において、送電側のイン
ピーダンスおよび受電側のインピーダンスが共にずれるため、送電回路および受電回路の
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整合状態がそれぞれ変化し、送電装置から受電装置に対して十分な電力を送電することが
できなくなるということが知られている。
【０００９】
　そのため効率よく一定の電力を送電するために、送電アンテナと受電アンテナの位置関
係が変化した場合、送電側のインピーダンスおよび受電側のインピーダンスを再び整合し
直す必要がある。
【００１０】
　インピーダンスを整合させるために高周波回路においては一般的にコイルとコンデンサ
を組み合わせた整合回路を用いることが多い。その整合回路を用いてインピーダンスを整
合させることにより、送電装置から受電装置に対して効率よく電力を供給することができ
るようになる。
【００１１】
　非接触電力伝送システムにおけるインピーダンスの整合方法として、送電装置が送電し
た電力の反射電力を基に整合回路を調整する技術が知られている。この技術は、送電アン
テナから送電した電力の反射電力を測定し、反射電力が小さい場合には送電アンテナから
受電アンテナに対して効率よく電力が送電できていると判断し、また反射電力が大きい場
合には効率よく電力が送電できていないと判断することにより、その反射電力の測定結果
を基に整合回路を調整し、反射電力が最小となるように調整して整合させるというもので
ある。この従来技術の一例が特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２０１０－１３０８００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら特許文献１に示されたインピーダンスの整合方法は、一度送電装置から受
電装置に対して送電を行った後、送電装置が送電電力の反射電力を計測し、その反射電力
から整合回路を最適値に調整するというものであるため、整合回路を調整するための送電
が必要となり、また、整合回路を調整するのに時間がかかるという問題がある。
【００１４】
　また、正常に送電を行うことができる本来想定した受電装置以外の受電装置、あるいは
金属等の異物が送電装置の周囲にある場合、反射が大きくなるので、送電した後、送電電
力の反射電力を計測したとき、送電装置は一般的にその状態を整合状態がずれているため
送電電力の反射電力が大きいと認識する。この場合、送電装置はその反射電力を基にして
、ある一定の電力が送電できるように整合回路を調整して送電を継続するため、意図しな
い受電装置および異物に対して意味の無い送電を継続してしまうという問題がある。
【００１５】
　また、非接触送電方式の特徴のひとつは、送電装置１台から複数台の受電装置に送電す
ることができること、すなわち複数台送電が可能であることである。すなわち、１台の送
電装置に近接して複数台の受電装置を置くことで、同時にあるいは時分割的に送電を行う
ことができることである。この複数台送電の際に、複数の受電装置は、それぞれ受電アン
テナの形状および接続する二次電池の仕様等が異なる場合がある。
【００１６】
　複数台送電を行う場合、送電装置は送電対象の受電装置の台数、受電アンテナの形状お
よび接続する二次電池の仕様等を認識した上でその条件に適した状態に整合回路を整合さ
せる必要がある。しかしながら特許文献１に示される送電方法では、このような複数台送
電時において整合回路を調整して整合させることができないという問題がある。
【００１７】
　非接触電力伝送システムにおける複数台送電の具体的な用途としては、例えば、１台の
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送電装置に対して３台の受電装置の二次電池を時分割的に充電する場合を考えることがで
きる。ここで３台の受電装置としては、１台は携帯電話、１台は電気剃刀、１台はデジタ
ルカメラなどの場合がある。このときは３台の受電装置にはそれぞれ異なる電圧および異
なる容量の二次電池が搭載されており、また３台の受電装置に搭載する受電アンテナの形
状は異なる。
【００１８】
　複数台送電を行う場合、受電装置に搭載する二次電池および受電アンテナ形状等の組み
合わせにより、送電装置から見た受電装置のインピーダンスは１台のみ送電する場合と比
べて変化する。インピーダンスが変化すると送電効率の低下や、あるいは送電ができない
といった問題が生ずる。また、同じ受電装置の台数であっても、異なる種類の受電装置の
場合、例えばデジタルカメラの代わりに、非接触送電方式に対応する電気歯ブラシを送電
装置の上に載せた場合、やはり送電装置から見た受電装置のインピーダンスが変化する。
送電する受電装置の台数が３台から２台、あるいは３台から４台等と変化する場合も同様
に送電装置から見た受電装置のインピーダンスが変化する。これら全ての組み合わせにお
いて、送電装置の上に載せた複数の受電装置に対してある一定の電力を時分割的に供給で
きることが必要である。
【００１９】
　従って本発明の課題は、送電対象の受電装置の数、受電アンテナの形状、受電装置の二
次電池の仕様が変化した場合においても、送電装置および受電装置のそれぞれにおいて、
最も送電効率がよくなるようにインピーダンス整合回路を調整して送電することができる
非接触電力伝送システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記課題を解決するため、本発明の非接触電力伝送システムは、高周波信号を発生する
発振部と、前記発振部から高周波信号の供給を受けて電磁場を発生させ電力を送電する送
電アンテナと、前記発振部と前記送電アンテナとの間に接続された第１の整合部と、前記
送電アンテナから送電する電力を制御する制御部とを有する送電装置と、前記送電装置に
近接して配置された時に前記送電アンテナと電磁的に結合して電力を受電する受電アンテ
ナと、前記受電アンテナから受電した電力から直流電力を生成する電力生成部と、前記受
電アンテナに接続された第２の整合部とを有する少なくとも１つの受電装置とを具備する
非接触電力伝送システムであって、前記受電装置と前記送電装置との間の通信機能を備え
、前記受電装置は識別情報を有し、前記送電装置は、前記識別情報を前記受電装置から取
得して、前記送電アンテナと前記発振部とがインピーダンス整合するための前記第１の整
合部が取るべき第１の整合条件、および前記受電アンテナと前記電力生成部とがインピー
ダンス整合するための前記第２の整合部が取るべき第２の整合条件を前記識別情報から生
成し、前記第１の整合部を前記第１の整合条件を満たすように調整し、前記第２の整合条
件を前記受電装置に通知し、前記受電装置は、前記第２の整合部を前記第２の整合条件を
満たすように調整することを特徴とする。
【００２１】
　ここで、前記第１の整合部および前記第２の整合部をそれぞれ前記第１の整合条件およ
び前記第２の整合条件を満たすように調整した後、前記送電装置より前記受電装置に対し
て送電を開始することが望ましい。
【００２２】
　また、前記受電装置は前記送電装置から送電された電力の受電電力により前記識別情報
を前記送電装置に通知する機能を備えてもよい。
【００２３】
　また、前記送電装置は前記識別情報に対応した前記第１の整合条件および前記第２の整
合条件を記憶した不揮発性メモリを備え、前記不揮発性メモリから前記第１の整合条件お
よび前記第２の整合条件を読み出すことにより前記第１の整合条件および前記第２の整合
条件を生成してもよい。



(6) JP 2012-139010 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

【００２４】
　また、前記受電装置は前記送電装置から送電された電力の受電電力を計測する機能と前
記受電電力を前記送電装置に通知する機能とを備え、前記送電装置は前記受電電力に基づ
いて前記第１の整合条件と前記第２の整合条件を新たに生成する機能を備えてもよい。
【００２５】
　また、前記送電装置は前記識別情報に対応した前記第１の整合条件および前記第２の整
合条件を記憶した不揮発性メモリを備え、前記の新たに生成された前記第１の整合条件お
よび前記第２の整合条件を前記不揮発性メモリに記録する機能を備えてもよい。
【００２６】
　また、前記送電装置は、送電開始後に、前記第１の整合条件および前記第２の整合条件
の生成を新たに行うか否かを判断する機能と、前記の新たに生成された前記第１の整合条
件を満たすように前記第１の整合部を調整する機能、および前記の新たに生成された前記
第２の整合条件を前記受電装置に通知して、前記受電装置に前記第２の整合部を前記の新
たに生成された前記第２の整合条件を満たすように調整させる機能とを備えてもよい。
【００２７】
　また、複数の前記受電装置が前記送電装置に近接配置された時に、前記送電装置は前記
の近接配置された複数の前記受電装置から前記識別情報を取得する機能を備えることが望
ましい。
【００２８】
　また、前記送電装置は、複数の前記受電装置の組み合わせに対応した前記第１の整合条
件および前記第２の整合条件を記憶した不揮発性メモリを備え、前記送電装置に近接配置
された複数の前記受電装置の組み合わせに応じて前記不揮発性メモリから前記第１の整合
条件および前記第２の整合条件を読み出すことにより前記第１の整合条件および前記第２
の整合条件を生成してもよい。
【００２９】
　また、前記送電装置は、前記送電装置に近接配置された複数の前記受電装置の中で送電
対象である特定の受電装置に対してのみ送電を行う機能を備え、かつ、前記送電装置は、
送電対象でない受電装置に対して、前記第２の整合条件を通知して前記受電装置に前記第
２の整合部を前記第２の整合条件を満たすように調整させるか否かを選択してもよい。
【発明の効果】
【００３０】
　上記のように、本発明の非接触電力伝送システムでは、送電装置が受電装置から識別情
報を取得することにより、受電アンテナの形状および二次電池の仕様等に対応したインピ
ーダンス整合のための整合回路の条件が把握でき、整合回路の調整が容易になる。また、
その条件を受電装置に通知することにより受電装置側でも整合回路の調整が可能となる。
さらに、それらの整合条件を不揮発性メモリに記憶しておいた場合、識別情報に対応した
整合回路の条件を読み出すことにより得ることができる。さらには、複数の異なる受電装
置が配置された場合でも、それらを組み合わせた場合の整合条件を不揮発性メモリに記憶
しておくことにより、その組み合わせに対応した整合回路の条件が引き出せるなどの効果
が得られる。
【００３１】
　以上のように、本発明によれば、送電対象の受電装置の数、受電アンテナの形状、受電
装置の二次電池の仕様が変化した場合においても、送電装置および受電装置のそれぞれに
おいて、最も送電効率がよくなるようにインピーダンス整合回路を調整して送電すること
ができる非接触電力伝送システムが得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明による非接触電力伝送システムの一つの実施の形態の構成を説明するため
のブロック図。
【図２】本発明による非接触電力伝送システムの送電装置の第１の整合部の構成の一例を
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説明するための簡略化した回路図。
【図３】本発明による非接触電力伝送システムの受電装置の第２の整合部の構成の一例を
説明するための簡略化した回路図。
【図４】本発明による非接触電力伝送システムにおける第１の整合部および第２の整合部
の調整方法の一例を説明するための図。
【図５】一般的な非接触電力伝送システムの送電装置における整合回路およびアンテナの
インピーダンスを説明するスミスチャート図。
【図６】本発明の非接触電力伝送システムの送電装置の不揮発性メモリに備える整合条件
を保持した設定テーブルの構成の一例を説明する図。
【図７】本発明による非接触電力伝送システムの動作フローの一例を説明するフローチャ
ート図。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施の形態について図面に基づいて詳細に説明する。
【００３４】
　図１は、本発明による非接触電力伝送システムの一つの実施の形態の構成を説明するた
めのブロック図である。図１において、本実施の形態の非接触電力伝送システムは送電装
置１と受電装置２を具備している。
【００３５】
　送電装置１は、高周波信号を発生する発振部３と、発振部３から高周波信号の供給を受
けて電磁場を発生させ電力を送電する送電アンテナ５と、発振部３と送電アンテナ５との
間に接続された第１の整合部４と、送電アンテナ５から送電する電力を制御する制御部６
とを有している。また受電装置２は、送電装置１に近接して配置された時に送電アンテナ
５と電磁的に結合して電力を受電する受電アンテナ８と、受電アンテナ８から受電した電
力から直流電力を生成する電力生成部１０と、受電アンテナ８に接続された第２の整合部
９とを有している。また、送電装置１が通信アンテナ７を、受電装置２が通信アンテナ１
１をそれぞれ有することにより受電装置２と送電装置１との間の通信機能を備え、受電装
置は識別情報１３を有している。なお、本実施の形態においては、受電装置２には第２の
整合部９や通信機能を制御するための受電制御部１２を有している。
【００３６】
　ここで、送電装置１は、識別情報１３を通信アンテナ１１および通信アンテナ７を介し
た通信手段により受電装置から取得する。送電装置１は不揮発性メモリ１４を備え、送電
アンテナ５と発振部３とがインピーダンス整合するための第１の整合部４が取るべき条件
、すなわち第１の整合条件、および受電アンテナ８と電力生成部１０とがインピーダンス
整合するための前記第２の整合部９が取るべき条件、すなわち第２の整合条件を保持した
設定テーブル２１を不揮発性メモリ１４の中に記憶している。送電装置１は、この設定テ
ーブル２１の中から受電装置２の識別情報１３に対応した前記第１の整合条件および前記
第２の整合条件を読み出すことにより前記第１の整合条件および前記第２の整合条件を生
成する。
【００３７】
　送電装置１は、次に、第１の整合部４を第１の整合条件を満たすように調整し、第２の
整合条件を受電装置２に通知し、受電装置２は、第２の整合部９を第２の整合条件を満た
すように調整する。
【００３８】
　また、送電装置１は、複数の受電装置が送電装置１に近接配置された時に、その近接配
置された複数の受電装置のすべてから識別情報を取得する機能を備え、近接配置される可
能性のある複数の受電装置の組み合わせに対応して、第１の整合部４の第１の整合条件お
よびそれぞれの受電装置の第２の整合部９の第２の整合条件を不揮発性メモリ１４の設定
テーブル２１に保持している。そして、送電装置１に近接配置された複数の受電装置の組
み合わせに応じて、不揮発性メモリ１４から第１の整合条件およびそれぞれの受電装置の
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第２の整合条件を読み出すことにより第１の整合条件および第２の整合条件を生成する。
【００３９】
　図２は、本発明による非接触電力伝送システムの送電装置の第１の整合部の構成の一例
を説明するための簡略化した回路図である。図２において、第１の整合部４は、送電アン
テナ５に対して直列にコンデンサ３１を備え、また並列にコンデンサ３２を備える。コン
デンサ３１は、その容量を可変できるように構成する。コンデンサ３１の構成の一例とし
て、複数のコンデンサを並列に接続し各コンデンサを半導体スイッチによりオンオフ制御
できるような構成とする方法がある。
【００４０】
　図３は、本発明による非接触電力伝送システムの受電装置の第２の整合部の構成の一例
を説明するための簡略化した回路図である。図３は２つの異なる受電装置２ａおよび受電
装置２ｂのそれぞれの簡略化した回路を示している。受電装置２ａおよび受電装置２ｂに
おいては、それぞれの受電アンテナ８ａおよび８ｂは、それぞれ互いに電磁的に結合した
２つのコイルアンテナまたはループアンテナから構成されている。その一方が電力生成部
１０ａまたは１０ｂに接続され、他方が第２の整合部９ａまたは９ｂに接続されている。
第２の整合部は、受電アンテナ８ａおよび８ｂの一方のコイルアンテナまたはループアン
テナに対してそれぞれ直列に挿入されたコンデンサ４１ａおよび４１ｂを備えている。コ
ンデンサ４１ａおよび４１ｂは、それぞれその容量を可変できるように構成する。その構
成の一例としては、複数のコンデンサを並列に接続し各コンデンサを半導体スイッチによ
りオンオフ制御できるような構成とする方法がある。
【００４１】
　図４は、本発明による非接触電力伝送システムにおける第１の整合部および第２の整合
部の調整方法の一例を説明するための図である。図４においては図２に示した送電装置１
と図３に示したような構成の受電装置２ａ、２ｂとの間の調整方法を示している。送電装
置１から出力する電力に対して受電装置２ａが受電する電力の比率を送電効率として、第
１の整合部４のコンデンサ３１の容量Ｃ１を調整した場合の送電効率の変化を、第２の整
合部９ａのコンデンサ４１ａの容量Ｃ２ａをパラメータとして示している。第１の整合部
４のコンデンサ３１の容量Ｃ１の値に対して送電効率が最大となる点がある。その送電効
率の最大値は、さらに第２の整合部９ａのコンデンサ４１ａの容量Ｃ２ａの値を調整した
場合にも変化する。そこで、両者の調整によって最も送電効率が高くなる点が送受電に適
した整合条件となる。すなわち、そのときの第１の整合部４のコンデンサ３１の容量Ｃ１
の値Ｃ１０および第２の整合部９ａのコンデンサ４１ａの容量Ｃ２ａの値Ｃ２０が整合条
件である。
【００４２】
　図５は、一般的な非接触電力伝送システムの送電装置における整合回路およびアンテナ
のインピーダンスを説明するスミスチャート図である。図５において、送電装置の整合回
路および受電装置の整合回路は、送電装置１台に対して受電装置が１台近接配置されたと
きに送電側および受電側のインピーダンスが共に５０Ωの状態６１となるよう設定する。
この状態６１において送電装置から受電装置に最も効率よく電力を送電することができる
。しかし、送電装置１台に対して受電装置を複数台近接配置した場合、または受電アンテ
ナ形状などが異なる受電装置を近接配置した場合、送電アンテナに電磁結合する受電アン
テナの数や形状が変わるため、および受電装置同士の相互の影響によりインピーダンスが
変化し、スミスチャート上で状態６２または状態６３のように移動し、状態６１からずれ
てしまう。この結果、送電装置から出力する電力を受電装置が受電できない状態、または
効率よく受電できない状態となる。このため、配置された受電装置の形態やその台数に応
じて最適な整合条件が異なることとなる。
【００４３】
　図６は、本発明の非接触電力伝送システムの送電装置の不揮発性メモリに備える整合条
件を保持した設定テーブルの構成の一例を説明する図である。設定テーブル２１は、送電
装置１台から受電装置１台のみに送電する場合と、送電装置１台から複数の受電装置に送
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電する場合の両方に対応している。設定テーブル２１には、送電対象となる受電装置であ
る機器ａの識別情報２２と、送電対象でない受電装置である機器ｂの識別情報２３と、当
該識別情報を備える受電装置に対して送電する際の第１の整合部４および第２の整合部９
の整合条件２４とを備えている。なお、設定テーブル２１においては、識別情報として０
００１を有するものが最初の受電対象となる機器ａ、識別情報として００１０を有するも
のが最初の受電対象でない機器ｂであり、他の受電装置の識別情報は００２０、００３０
としている。また、以下では、機器ａは図３の受電装置２ａと、機器ｂは図３の受電装置
２ｂとそれぞれ同様な構成であるものとする。
【００４４】
　整合条件２４は、第１の整合部における容量Ｃ１の初期値２５およびその調整範囲２６
、機器ａの第２の整合部における容量Ｃ２ａの初期値２７およびその調整範囲２８、機器
ｂの第２の整合部における容量Ｃ２ｂの初期値２９およびその調整範囲３０を規定してい
る。整合条件２４の欄の数値がそれぞれの容量の値である。この設定テーブルに他の受電
装置を配置した場合の整合条件を追加することにより、送電装置１台に対して受電装置３
台以上を配置した複数台送電に対応することも可能である。
【００４５】
　図７は、本発明による非接触電力伝送システムの動作フローの一例を説明するフローチ
ャート図であり、送電装置が受電装置に送電を行う際の処理方法を示している。図７に従
って、以下に処理方法の一例について説明する。
【００４６】
　手順Ｓ７０１に示すように、はじめに送電装置から受電装置に対して識別情報の通知を
要求する。ここで識別情報とは、受電装置を識別するための情報であって、受電装置固有
の番号、または受電装置の受電アンテナ形状等の仕様を示す情報であってもよい。受電装
置は受電装置自身で電源をもたなくとも、送電装置が発生する通信の搬送波から識別情報
を通知する電力を生成することができるようにしてもよい。
【００４７】
　続いて、手順Ｓ７０２に示すように、送電装置は複数の受電装置から識別情報を取得す
るために衝突防止処理を行う。すなわち、複数の受電装置からの識別情報が重ならないよ
うにするための処理である。衝突防止処理は、非接触ＩＣカード等の関連技術として知ら
れており、その方式はタイムスロット方式、ビットコリジョン方式およびスロットマーカ
方式等がある。
【００４８】
　続いて、手順Ｓ７０３に示すように、送電装置は通信領域内に存在する単一または複数
の受電装置から識別情報を取得する。ここでは、２台の受電装置から識別情報を取得した
場合を説明する。なお、送電装置は受電装置から取得した識別情報が送電対象の受電装置
かどうかを判断して送電対象の受電装置である場合にのみ以降の処理を実施する。
【００４９】
　続いて、手順Ｓ７０４に示すように、送電装置は不揮発性メモリの設定テーブルから当
該識別情報を検索し、手順Ｓ７０５に示すように当該識別情報の整合条件を読み出す。な
お、送電対象となる可能性のある受電装置の識別情報および整合条件は、送電前に予め設
定テーブルに書き込んでおく。なお、設定テーブルに受電装置の識別情報が記憶されてい
ない場合、任意の整合条件を使用して以降の処理を行う。
【００５０】
　続いて、手順Ｓ７０６に示すように、送電装置は送電対象の受電装置を選択する。ここ
で受電装置が複数存在する場合、送電対象の受電装置を選択する方法として最も送電を必
要としている受電装置、または任意の受電装置を選択してもよい。なお送電装置は選択の
結果を受電装置に対して通知し、受電装置は自らが受電するかしないかを選択してもよい
。
【００５１】
　続いて、手順Ｓ７０７に示すように、送電装置は設定テーブルから読み出した整合条件
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に応じて第１の整合部を整合条件に合わせる。具体的には図２に示す容量Ｃ１の値を変化
させることで送信側のインピーダンスを図５に示す５０Ωの状態６１に合わせる。続いて
、手順Ｓ７０８に示すように、送電装置は送電対象の受電装置に対して第２の整合部の整
合条件を通知する。送電対象の受電装置は送電装置から受信した整合条件を基に第２の整
合部を整合条件に合わせる。具体的には図３に示す容量Ｃ２ａの値を変化させることで受
電側のインピーダンスを図５に示す５０Ωの状態６１とする。さらに、手順Ｓ７０９に示
すように、送電装置は送電対象でない受電装置に対して第２の整合部の整合条件を通知す
る。送電対象でない受電装置は送電装置から受信した整合条件に第２の整合部を合わせる
。具体的には図３に示す容量Ｃ２ｂの値を変化させることで受電側のインピーダンスを図
５に示す５０Ωの状態６１からはずれるように変化させる。
【００５２】
　続いて、手順Ｓ７１０に示すように、送電装置は送電対象の受電装置に対して送電を行
う。続いて、手順Ｓ７１１に示すように、一定時間の間送電を継続する。一定時間経過後
、送電装置は手順Ｓ７１２に示すように受電装置の受電電力をチェックして整合条件を更
新するかどうかを判断する。この判断を行うか否かについては、予め送電装置に設定して
おく方法、任意のタイミングで図示しない上位装置から指示を受けて行う方法などがある
。
【００５３】
　手順Ｓ７１２で受電装置の受電電力をチェックして整合条件を更新しないと判断した場
合、手順Ｓ７１３に示すように送電装置は送電を終了するかどうかを判断する。この判断
を行うタイミングについては、受電装置から送電終了を要求する信号を受信してから判断
してもよいし、任意のタイミングで図示しない上位装置から指示を受けて判断してもよい
。送電を終了しないと判断した場合、手順Ｓ７１０から処理を再開する。
【００５４】
　手順Ｓ７１２で受電装置の受電電力をチェックして整合条件を更新すると判断した場合
、手順Ｓ７１５に示すように送電装置は第１の整合部を調整する。ここで調整とは、図６
の設定テーブル２１の整合条件２４の調整範囲２６に示された範囲内のひとつの値に容量
Ｃ１の値を設定することをいう。続いて手順Ｓ７１６に示すように送電装置は送電対象の
受電装置に対して送電を行うと共に、手順Ｓ７１７に示すように受電装置から受電電力を
取得する。続いて手順Ｓ７１８に示すように、送電装置は設定テーブル２１の整合条件２
４に記憶している調整範囲２６の中で全ての値を設定したかどうかを判断し、設定してい
ない場合は手順Ｓ７１５から処理を再開する。全ての値を設定した場合、手順Ｓ７１９に
示すように送電装置は調整範囲の中で最も受電装置の受電電力が大きい値に第１の整合部
の容量Ｃ１の値を合わせる。ここで設定テーブル２１の整合条件２４の調整範囲２６の中
の全ての値を設定して受電電力を測定すると、図４に示すようにある設定値において送電
効率が大きくなることが期待できる。
【００５５】
　続いて手順Ｓ７２０に示すように送電装置は第２の整合部を調整するための整合条件を
受電装置に対して通知して第２の整合部を調整する。ここで調整とは、設定テーブル２１
の整合条件２４の調整範囲２８に示された範囲内のひとつの値に容量Ｃ２ａの値を設定す
ることをいう。続いて手順Ｓ７２１に示すように、送電装置は送電対象の受電装置に対し
て送電を行うと共に、手順Ｓ７２２に示すように受電装置から受電電力を取得する。続い
て手順Ｓ７２３に示すように送電装置は設定テーブル２１の整合条件２４の調整範囲２８
の中の全ての値を設定したかどうかを判断し、設定していない場合は手順Ｓ７２０から処
理を再開する。全ての値を設定した場合、手順Ｓ７２４に示すように送電装置は調整範囲
２８の中で最も受電装置の受電電力が大きい値に第２の整合部の容量Ｃ２ａの値を合わせ
る。ここで設定テーブル２１の整合条件２４の調整範囲２８の中の全ての値を設定して受
電電力を測定すると、図４に示すようにある設定値において送電効率が大きくなることが
期待できる。
【００５６】
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　最後に手順Ｓ７１４に示すように送電装置は設定テーブル２１における当該識別情報の
整合条件２４を更新する。ここで整合条件を更新することにより、次に同一の識別情報を
備える受電装置に対して送電を行う際に、時間をかけずに送電側および受電側のインピー
ダンスを整合させることができる。
【００５７】
　以上の各手順を行うことにより、送電対象の受電装置の数、受電アンテナの形状等の送
電条件が変化した場合においても、送電装置および受電装置それぞれのインピーダンスを
最も送電効率がよくなるように整合させて送電することができる。
【００５８】
　なお、本発明は上記の実施の形態や本発明の非接触電力伝送システムの動作方法の例と
して記載した内容に限定されるものではないことはいうまでもなく、目的や用途に応じて
設計変更が可能である。例えば、不揮発性メモリを用いないで受電装置の識別情報に直接
的に対応して第１の整合部や第２の整合部のコンデンサなどの値が定まるように制御する
こと、コンデンサの容量以外に、インダクタンスや抵抗値、またはそれらの組み合わせ、
または他の部品のインピーダンスの調整などにより第１の整合部や第２の整合部を調整し
てインピーダンス整合を図ること、受電装置からの受電電力の通知に基づく整合条件の再
設定を行わないで識別情報だけに基づく整合条件を用いること、送電アンテナ、受電アン
テナにそれぞれ通信アンテナの機能を兼用させること、など様々な変更が可能である。ま
た、送電アンテナ、受電アンテナ、制御部などの構成、構造、形状なども目的に合わせて
設計可能である。
【符号の説明】
【００５９】
１　送電装置
２、２ａ、２ｂ　受電装置
３　発振部
４　第１の整合部
５　送電アンテナ
６　制御部
７　通信アンテナ
８、８ａ、８ｂ　受電アンテナ
９、９ａ、９ｂ　第２の整合部
１０、１０ａ、１０ｂ　電力生成部
１１　通信アンテナ
１２　受電制御部
１３　識別情報
１４　不揮発性メモリ
２１　設定テーブル
２２　機器ａの識別情報
２３　機器ｂの識別情報
２４　整合条件
２５、２７、２９　初期値
２６、２８、３０　調整範囲　
３１、３２、４１ａ、４１ｂ　コンデンサ
６１、６２、６３　状態
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